
広報かねやま

KANEYAMA

●　ＣＯＶＥＲ

　この地域は自分たちで守る――
　　　　　　　　　金山町消防操法大会



▼防災情報やイベント情報など、
　町からの行政情報をメールで
　受け取ることができます。

登録はこちらから！

８月行事予定表
■　も　く　じ　■　C o n t e n t s

◆かねやまわんとぴ

　インターンシップで広報記者体験！

◆金山町消防操法大会

◆町政ＮＥＷＳ

◆まちのわだい

　晴天のグリーン市「夏本番」

　笹原さんが社会人野球で東日本ベスト４

　消防救助技術県指導会で町出身ペアが優勝

　蔵史館でハープコンサート

　めごたま年長児がお茶席体験

　高堂クラブ×芸工大生が紙芝居を制作

　交通安全母の会が一人暮らし世帯を訪問

◆フォトリポート ー大相撲有屋場所―

◆ほっとクリニック vol.126

　いつまでも住み慣れた金山で Part.9

　東北中央自動車道 事業進捗状況のお知らせ

◆お知らせ掲示板

◆図書室だより・ぶんげい・東京金山会通信 No.4

◆ふれスポクラブ通信 Vol.36
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かねやま わん とぴ

オンリーワンな町のナンバーワンをさがせ！

オンリーワンな町のナンバーワンをさがせ！

＝今月の表紙＝
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【町立金山診療所　診療予定】
○疼 ▶ 疼痛外来　○小 ▶ 小児科外来　○夕 ▶ 夕診
１（木）
２（金）
３（土）
４（日）

５（月）

６（火）

７（水）

８（木）
９（金）
10（土）
11（日）
12（月）
13（火）

14（水）

15（木）

16（金）

17（土）
18（日）
19（月）

20（火）

21（水）

22（木）
23（金）
24（土）
25（日）

26（月）

27（火）

28（水）
29（木）
30（金）
31（土）

○疼

○夕
○小

○夕

○小

○疼

○夕
○小

○疼

○夕
○小

ベビーマッサージ

金山向日葵まつり

拠点づくり
女性ドック健診、心配ごと相談
乳児健診、ブックスタート
すこやか相談、すくすくプレイランド
ホスピタルライブ in 町立金山診療所
男の料理教室、ホットさろん

かねやま青空市

成人式
金山まつり宵祭り（夜空市）
町職員採用試験募集締め切り
金山まつり本祭り（盆踊り）
心配ごと相談
町育英会奨学生との懇談会
かねやま青空音楽祭
納涼花火大会

拠点づくり
１・２歳児歯科健診
子宮頸がん・乳がん検診
就学時健診
すこやか相談、すくすくプレイランド

男性ドック健診・総合健診

町民ゴルフ大会
拠点づくり
心の健康相談、心配ごと相談
わらべうた・読み聞かせ講座
水害・土砂災害パネル展（30日まで）

リフレッシュヨガ教室
男性ドック健診・総合健診
プレベビーマッサージ

　３年連続で最優秀分団に輝い
た第７分団。第１部第２班（柳
原）の５連覇やともに鍛錬を重
ねる第１部第１班（地境・入有
屋）の準優勝とあわせて、素晴
らしい快挙となりました。

　柳原２番員の小沼雅登さんは
「何といっても支えてくれてい
る家族や地域のおかげ」と話し
ていました。これからも分団一
丸となって、地域の減災・防災
のために活動されます。

まさ　と　

　様々な職場での体験を通して、働くことの楽しさや大変さを
学ぶ中高生インターンシップ。今年は４名に広報かねやま１日
記者として、取材を体験していただきました。他の生徒のイン
ターンシップを訪問し、皆さん戸惑いながらも、ファインダー
をのぞく姿はとても様になっていました。
　広報の仕事は町の良さを発信し、金山のファンを増やすこと。
広報の体験が、将来の自分と金山について考えるきっかけとな
れば幸いです。

インターンシップで
広報記者体験！
実際に生徒が撮った

写真

と制作した原稿を掲
載！

佐藤礼菜さん、松本
菜々海さんはホテル
シェーネスハイム金
山でフロント業務な
どを体験。「大変なこ
ともあるが、お客さん
が喜んでくれるとや
りがいを感じる」と
話していました。

れ　な

な　な　み
みすぎ荘で介護を体
験した天口優羽さん。
「利用者一人ひとり
に合わせたコミュニ
ケーションをとるこ
とが大切だと感じ
た」と話し、実際に
現場で働く難しさを
痛感していました。

ゆう　は　
「したい仕事は見つ
かっていない」と話す
長倉花音さんが職場
体験を行ったのは、荘
内銀行金山支店。現金
の返却などを体験し、
「接客の仕事はやりが
いがある」と達成感
に溢れていました。

か の ん

星川建設㈱へのイン
ターンシップで工事
現場を見学した樋渡
基希くんら３名。「よ
く見る道路などにも
工事をした人の見え
ない苦労や努力があ
ることに気づいた」
と感激していました。

もと　き　

金山中３年
梅津祥汰　記者

金山中３年
小沼咲桜　記者

金山中３年
古澤佑季　記者

新庄南高金山校２年
沼澤秀　記者

しゅうゆ　き　さ　くらしょうた
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町
消
防
団
の
操
法
技
術
と
統
制
力

を
競
う
「
消
防
操
法
大
会
」
が
６
月

30
日
、
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
全
21
の
部
・

班
が
出
場
。
ど
ち
ら
も
練
習
を
重
ね

て
本
番
に
臨
む
中
、
第
７
分
団
第
１

部
第
２
班
（
柳
原
）
が
、
５
連
覇
と

い
う
前
人
未
到
の
偉
業
を
達
成
し
ま

し
た
。

　
最
上
広
域
消
防
本
部
の
早
坂
敏
金

山
支
署
長
は
「
年
々
レ
ベ
ル
が
上
が

っ
て
い
る
。
全
体
を
通
し
て
非
常
に

規
律
の
高
い
操
法
だ
っ
た
」と
講
評
。

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
町
消
防
団
の

士
気
と
防
災
意
識
の
高
さ
を
示
す
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
次

の
通
り
で
す
（
○
内
は
順
位
、
敬
称

略
）。

■
操
法
審
査

●
部
班
別

①
第
７
分
団
第
１
部
第
２
班
（
柳

原
）②
第
７
分
団
第
１
部
第
１
班

（
地
境
・
入
有
屋
）③
第
１
分
団
第

２
部
（
七
日
町
）④
第
９
分
団
第

１
部
（
中
下
・
松
の
木
）⑤
第
９

分
団
第
１
部
第
３
班
（
片
貝
）⑥

第
９
分
団
第
１
部
第
１
班
（
下
野

明
）

●
最
優
秀
分
団

第
７
分
団（
地
境・入
有
屋
、柳
原
、

稲
沢
・
宮
）

●
個
人
賞
（
減
点
ゼ
ロ
）

【
指
揮
者
】
栗
田
真
（
第
２
分
団
第

１
部
）、
小
野
生
真
（
第
３
分
団

第
１
部
）
柴
田
和
博
（
第
７
分
団

第
１
部
第
１
班
）、
小
沼
翔
（
第

７
分
団
第
１
部
第
２
班
）、
柴
田

貴
広
（
第
７
分
団
第
２
部
）

【
１
番
員
】
大
場
拓
弥
（
第
３
分
団

第
１
部
）、
小
沼
睦
（
第
７
分
団

第
１
部
第
２
班
）、阿
部
紘
己（
第

９
分
団
第
１
部
第
３
班
）

【
２
番
員
】

大
山
太
樹
（
第
７
分
団
第
１
部
第

１
班
）、
小
沼
雅
登
（
第
７
分
団

第
１
部
第
２
班
）　　
　
　

【
３
番
員
】
阿
部
祐
也
（
第
４
分
団

第
１
部
）、
岸
翔
太
（
第
９
分
団

第
１
部
第
３
班
）

●
特
別
表
彰
（
個
人
賞
３
回
）

栗
田
真
（
第
２
分
団
第
１
部
）、

小
沼
翔
（
第
７
分
団
第
１
部
第
２

班
）、
小
沼
睦
（
第
７
分
団
第
１

部
第
２
班
）

■
ポ
ン
プ
性
能
検
査

第
３
分
団
第
１
部
（
山
崎
）、
第

５
分
団
第
１
部
（
朴
山
）、
第
７

分
団
第
２
部
第
１
班
（
稲
沢
） さ

と
し

ま
こ
と

い
く
　

み
　

か
ず
ひ
ろ

し
ょ
う

た
か
ひ
ろ

た
く
　

や
　

む
つ
み

こ
う
　

き
　

た
い
　

き
　

ま
さ
　

と
　

ゆ
う
　

や
　

し
ょ
う
　

た
　

ま
こ
と

し
ょ
う

む
つ
み

消
防
操
法
大
会

消
防
操
法
大
会

第２分団第１部の指揮者栗田真さん（左）と１番員
白畑洋平さん（右）。鋭い眼光で火点に狙いを定める。

まこと

よう へい
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町政ＮＥＷＳ

　
夏
季
安
全
大
会
に
あ
わ
せ
て
、
町

内
の
建
設
業
各
社
が
、
清
掃
や
草
刈

り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
星
川
建
設
㈱
・
㈲
星
輪
並
び
に
㈱

新
庄
・
鈴
木
・
柴
田
組
は
６
月
29
日

に
、
白
岩
土
木
建
築
㈱
は
７
月
６
日

に
、そ
れ
ぞ
れ
実
施
。各
社
と
も「
普

段
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域

に
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
始
ま
っ
た
活
動
で
す
。
中
に
は

15
年
以
上
も
前
か
ら
活
動
し
て
い
る

会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
様
々
。
よ
く
利
用
す

る
道
路
脇
の
清
掃
や
会
社
近
辺
の
草

刈
り
な
ど
の
ほ
か
、
近
年
で
は
金
山

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
若

連
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い

と
、
山
車
小
屋
設
置
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
美
化
に
な
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
各
社
と
も
に

「
社
会
貢
献
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

設
業
各
社
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
に
恩
返
し
を
」

建

　
６
月
26
日
、
講
師
に
日
本

医
科
大
学
名
誉
教
授
の
宮
下

正
夫
さ
ん
を
招
い
て
健
康
づ

く
り
講
演
会
を
開
き
、
約
60

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
平
成
29
年
度
か

ら
２
年
間
に
わ
た
り
取
り
組

ん
だ
「
が
ん
探
知
犬
」
に
よ

る
研
究
事
業
の
成
果
。
合
計

１
２
８
０
検
体
の
う
ち
、
陽

性
と
判
定
し
精
密
検
査
を
受

け
た
43
検
体
の
う
ち
、
４
検

体
が
胃
な
ど
の
が
ん
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
。
宮
下
さ
ん
は

「
町
の
皆
さ
ん
に
感
謝
。
貴

重
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
来
年
度
ま
で
陽
性
判
定

を
受
け
た
方
を
対
象
に
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

　
７
月
１
日
か
ら
31
日
に
か
け
て

「
第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
犯
罪
の
な
い
社
会
を
目
指
す
こ
の

取
り
組
み
に
先
が
け
、
７
月
１
日
に

は
、
町
の
保
護
司
４
名
が
鈴
木
町
長

を
訪
問
。
運
動
へ
の
協
力
依
頼
と
と

も
に「
犯
罪
や
非
行
か
ら
の
立
ち
直

り
に
取
り
組
む
人
た
ち
を
再
び
地
域

に
受
け
入
れ
、
仕
事
や
居
場
所
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」と
い
っ
た

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
達
し
ま
し
た
。

ん
探
知
犬
に
よ
る
研
究
事
業
の
成
果
を
報
告

健
康
づ
く
り
講
演
会
を
開
催

が

山
間
地
域
を
も
っ
と
元
気
に

振
興
対
策
協
議
会
現
地
研
究
会
を
当
町
初
開
催

中

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て

保
護
司
が
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達

犯
　
鈴
木
町
長
が
各
地
区
等
に

伺
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
ご
意
見
を
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
直
接
い
た
だ
く
た
め
、

「
町
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
７
月
ま
で
に
４
地
区
で

開
催
。
現
在
、
９
・
10
月
の

開
催
地
区
や
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
農
林
業
等
の
産
業
の
低
迷

や
少
子
化
に
伴
う
人
口
減
少

な
ど
、
町
に
お
い
て
も
地
域

課
題
は
山
積
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
町
民
と
行
政
と
が
課
題

や
目
標
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
の
知
恵
と
工
夫

を
町
政
に
活
用
す
る
た
め
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。
開
催
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ち
づ
く
り
の
課
題
や
目
標
の
共
有
化
を

各
地
区
で
「
町
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

ま

　
７
月
５
日
、
金
山
中
学
校
の

１
年
生
が
総
合
学
習「
金
山
学
」

で
、
街
な
か
散
策
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
『
講
師
』
と
し
て
迎
え
た
の

は
山
形
芸
術
工
科
大
学
醍
醐
ゼ

ミ
の
皆
さ
ん
。
10
班
に
分
か
れ

た
生
徒
ら
に
学
生
が
付
き
添

い
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ら

で
は
の
見
方
な
ど
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
伝
授
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
主
に
町
中
心
部
を
散
策
。

改
め
て
気
付
い
た
町
の
良
さ
や

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
知
っ

た
地
域
の
課
題
な
ど
を
、
学

校
に
戻
り
発
表
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
３
年
間
を
か
け

て
、
自
分
た
ち
目
線
で
地
元

金
山
町
に
つ
い
て
考
え
る
力
を

養
って
い
き
ま
す
。

中
生
が
芸
工
大
生
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

街
な
か
を
巡
っ
て
魅
力
を
発
見
！

金

本
事
業
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
疾
患
の

早
期
発
見
に
取
り
組
む
と
話
す
宮
下
さ
ん

大
規
模
化
を
実
践
す
る
農
事
組
合
法
人
い
ず

え
む
の
ほ
場
も
視
察
さ
れ
た

商
店
の
方
や
街
を
歩
く
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
、
地
元
金
山
へ
の
理
解
を
深
め
た

７
月
10
日
に
は
荒
屋
地
区
で
開
催
。
約
20
名

が
参
加
さ
れ
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た

　
中
山
間
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
産
業
振
興
や
地
域
間

交
流
促
進
を
目
的
と
し
た

「
全
国
中
山
間
地
域
振
興
対

策
協
議
会
現
地
研
究
会
」
が

７
月
11
・
12
日
、
当
町
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
市
町
村
長
な
ど

約
70
名
が
集
ま
っ
た
初
日
の

研
究
会
で
は
、
町
景
観
審
議

会
専
門
委
員
の
片
山
和
俊
さ

ん
が
、
長
年
の
景
観
づ
く
り

に
つ
い
て
講
演
。
ま
た
、
農

事
組
合
法
人
い
ず
え
む
青
柳

栄
一
代
表
理
事
が
、
落
花
生

栽
培
な
ど
の
取
り
組
み
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。
２
日
目

は
街
並
み
散
策
の
ほ
か
、
め

ご
た
ま
園
舎
な
ど
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。

か
ず
と
し

え
い
い
ち

㊤内閣総理大臣からのメッセージ。「犯罪や非行を防止
し、立ち直りを支える地域のチカラ」が主題　㊨保護司
の星川忠一さん（安沢）、関喜美子さん（荒屋）、栗田
一直さん（七日町）、三上重光さん（柳原）【右から】

ちゅういち

かずなお じゅうこう

き　み　こ

【左から】新庄・鈴木・柴田組は運搬車両が頻繁に通行する地域を中心に清掃活動を実施／白岩土木建築は白山神社の参
道やお宮周辺をきれいに整備／星川建設・星輪は町道のカーブミラー磨きなどに加え、十日町の山車小屋を設置



まちの
わだい

1

２

３ ５

４ 身近なわだい、お寄せください。　
総務課 広報情報係　☎５２－２１１１（内線２２５）

　東北芸術工科大学の協力を得て、高堂クラブの皆さんが
地域にまつわる昔話を紙芝居に仕上げました。７月13日
には、制作した「ろくのじょう物語」を栗田カツ子さん（小
蝉）が語り手となり小蝉公民館で披露。学生らも村人など
の配役に合わせ、上手な『金山弁』で演じました。カツ子
さんは「皆さんの協力で完成した。形となって残っていく
のは嬉しい」と話していました。

　７月６日、第16回グリーン市が開催され、会場の中央
公民館前駐車場を訪れた多くの方が、夏まつりの定番品を
買い求めていました。恒例の「たまねぎ詰め放題」には長
蛇の列ができ、ほどなくして完売する盛況ぶりでした。

▼パワーのある打撃と堅実な守備が持ち味の笹原さん

▲（写真左から）髙橋輝さん、加藤雄介さん

▼慣れないお抹茶に思わず「苦い顔」になる園児も

▼アレンジされた町の歌「水清き町」など10曲を演奏

▲松田会長（右から２番目）のほか参加された皆さん

▲来場者からは「とても懐かしい気持ちになった」との声が

日本の伝統を身近なものに
蔵の会による「お茶席体験」

蔵史館でハープコンサート
街並みとマッチした清らかな調べを

交通安全母の会が一人暮らし世帯を訪問
夜間の事故防止と防犯を啓発

町出身の髙橋さん・加藤さんペア
消防救助技術県指導会で優勝

社会人野球「B・K」所属の笹原さん
東日本ベスト４に貢献！

晴天のグリーン市
カキ氷や生ビールに「夏本番」

中田地域に伝わる昔話を紙芝居に
高堂クラブと芸工大生が企画

広報かねやま　2019.8 ⑧広報かねやま　2019.8⑨

１_SUGI☆スターズはわたあめ作りのボランティア　２_争奪
戦となった「たまねぎ詰め放題」　３_熱気とともに気温も上昇
しカキ氷には行列が　４_グリーン市の主役はやっぱりお花屋
さん　５_「パパ、私より下手じゃん！」

　笹原拓史さん（安沢）の所属する社会人野球チーム
「B・K」が山形県大会で優勝し、青森県で開催された第
41回東日本軟式野球大会（２部）に出場しました。山形
県代表として健闘を見せ、チームとしても初のベスト４入
り。笹原さんは内野手と中軸打者として攻守に大活躍しま
した。「全試合に出場した。なんとか得点に絡むこともで
きたのでよかった」と口元を緩め、振り返っていました。

たくふみ

　７月８日、蔵の会（代表：阿部一代）指導のもと、認定
こども園めごたまの年長児たちが「お茶席」を体験しまし
た。会場の園舎ホールには緋毛氈が敷かれ、雰囲気は十分。
一連の作法を学んだ後、園児たちは膝をつき、たどたどし
くお茶をたしなみました。蔵の会の鈴木真知子さんは「園
で日頃から正座で食事をしているだけあって、みんな姿勢
が綺麗。飲み方も上手」と話し、目を細めていました。

ひもうせん

かずよ

ま　ち　こ

　町交通安全母の会が主催する「一人暮らし高齢者世帯訪
問」が７月５日夕方、新庄警察署や関係団体の協力のもと
実施されました。45名が153世帯を一軒ずつ訪問し、さ
くらんぼと夜光反射材を配布。松田聖子会長は「高齢者の
交通事故が多発しており、特に夜間は注意が必要。また、
特殊詐欺や身近な犯罪に遭わないよう注意喚起していきた
い」と話していました。

せいこ

　国際的に活躍する伊藤舞梨さんによるハープコンサート
が６月27日夜、蔵史館を会場に開催されました。伊藤さ
んは山形市出身のハープ奏者。祖父母の住む金山で演奏し
たいという思いを聞いた㈱カネカが公演を企画しました。
雨の降る中、集まった約80名はしっとりした音色に心酔。
伊藤さんは演奏が終わると、祖父母に歩み寄り「演奏でき
てよかった。感無量だ」と目尻を下げ、話していました。

ま　り

　７月４日に開催された、救助活動に必要な体力、技量な
どを競う消防技術県指導会において、最上広域消防本部の
髙橋輝さん（入有屋）・加藤雄介さん（安沢）ペアが、ロ
ープ応用登はんの部で見事優勝を飾りました。17メート
ルを11秒台で登る県最速のスピードが特に評価。８月に
岡山で開催される全国消防救助技術大会に駒を進めた金山
ペアは「表彰状を持って帰りたい」と意気込んでいました。

ひかる ゆうすけ



広報かねやま　2019.8 ⑩広報かねやま　2019.8⑪

　
国
技
で
あ
る
相
撲
を
学
校
行
事
に
取

り
入
れ
て
い
る
有
屋
小
学
校
。
相
撲
を

通
じ
て
礼
儀
や
相
手
を
思
い
や
る
気
持

ち
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
「
大
相
撲
有
屋
場
所
」
の
始
ま
り
は

実
に
30
年
以
上
も
前
と
の
こ
と
。
令
和

を
迎
え
て
初
開
催
と
な
る
今
年
、
伝
統

あ
る
大
会
を
盛
り
上
げ
る
嬉
し
い
ニ
ュ

ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、
相
撲

場
の
四
本
柱
の
入
れ
替
え
。
老
朽
化
し

て
い
た
柱
を
丈
夫
な
金
山
杉
に
刷
新
し

ま
し
た
。
二
つ
目
は
勝
ち
抜
き
相
撲
の

優
勝
者
に
御
幣
を
用
意
し
た
こ
と
。
地

域
の
方
が
提
供
し
た
太
く
立
派
な
竹
で

制
作
し
た
も
の
で
、
大
会
に
華
を
添
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
相
撲
甚
句
有
屋
版
の

歌
詞
を
毛
筆
で
書
い
た
大
き
な
額
を
矢

口
一
寿
さ
ん
（
柳
原
）
が
大
会
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
地
域
の
期
待
に
応
え
る

よ
う
に
、
力
強
い
取
組
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
土
俵
際
で
の
逆
転
劇
や
同
体
に

よ
る
取
り
直
し
、
水
入
り
の
大
相
撲
な

ど
、
手
に
汗
握
る
真
剣
勝
負
に
観
客
の

目
は
釘
付
け
。
終
始
声
援
の
飛
び
交
う

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
同
士
が
た
く
ま
し
く
成
長
し
た

心
身
を
ぶ
つ
け
合
い
、
地
域
を
活
気
づ

け
る
場
と
し
て
、
今
年
も
大
会
は
大
成

功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

ご
へ
い

じ
ん
く

か
ず
と
し

１_「はぁ～どすこい、どすこい♪」昨年から開会式で相撲甚句を披露する三
上一雄さん（柳原）　２_どの学年でも負けられない真剣な取組が続いた　３_
女子だって負けないぞ！上手を取って、さあ勝負！　４_下学年男子４人がか
りで金山駐在所沓澤巡査長に挑むも「全然動かない！」　５_上学年男子勝ち
抜き相撲で優勝した海龍王（星川夢之介くん）。嬉しそうに御幣を掲げる　６
_東の三役揃い踏み。（左から）大関の留威鵬（鈴木暖生くん）、横綱の太陽神（星
川怜紅くん）、関脇の炎龍王（三上琉くん）　７_大会を締めくくった虎王（矢
口琥太郎くん）による「弓取式」。何度も拍手がわき起こるほど見事

ゆめのすけ

かずお

る　い

れんれ　く

こたろう

大相撲有屋場所
フォトリポート ― Photo Report ―

４ ５

７６

東の横綱太陽神（星川怜紅くん）と新庄警察署金山駐在所の
沓澤巡査長との特別取組。太陽神が粘りの相撲で寄り切った。

れ　く

1

３

２



■
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

　「
に
こ
に
こ
訪
問
」
事
業

　
高
齢
に
な
っ
て
の
ひ
と
り
暮
ら
し

や
、
夫
婦
だ
け
の
世
帯
だ
と
、
自
宅
で

の
生
活
を
続
け
ら
れ
る
か
不
安
だ
…
と

い
う
方
も
多
い
は
ず
。
こ
れ
か
ら
も
、

住
み
慣
れ
た
金
山
で
生
活
し
て
い
く
た

め
に
、
ま
ず
一
番
大
事
な
の
は
、
自
分

で
で
き
る
こ
と
を
維
持
す
る
こ
と
、
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
再
獲
得
す
る
こ

と
（
自
助
）
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

介
護
予
防
運
動
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
効
果
的
で
す
。

　
そ
れ
で
も
で
き
な
い
こ
と
は
、
親
戚

や
ご
近
所
に
手
助
け
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
お
互
い

様
」
の
精
神
（
互
助
）。
ま
た
、
町
で

は
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
派
遣
さ
れ
る

生
活
管
理
指
導
員
（
ヘ
ル
パ
ー
）
が
訪

問
す
る
「
に
こ
に
こ
訪
問
」
が
あ
り
ま

す
。家
の
掃
除
や
片
付
け
、洗
濯
、調
理
、

買
い
物
、
用
事
代
行
、
受
診
の
付
き
添

い
等
、身
近
な
支
援
を
し
て
く
れ
ま
す
。

問　
金
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
役
場
健
康
福
祉
課
内
）

　
　
☎
52

－

３
０
３
５
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いつまでも

住み慣れた金山で

――  Forever in My Town！ ――

―――  Enjoy My Life！ ―――

Part.９

町立金山診療所だより

っとクリニック vol.126ほ

熱中症に気をつけて！

■
熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
暑
さ

に
負
け
な
い
体
作
り
が
大
切
で
す
。

・
こ
ま
め
に
水
分
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
塩
分
や
糖
分

を
含
む
飲
料
は
水
分
の
吸
収
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
、
汗
で
失
わ
れ
た
塩
分
の
補

給
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

・
毎
日
の
食
事
を
通
し
て
ほ
ど
よ
く
塩
分

を
と
り
ま
し
ょ
う
。
大
量
の
汗
を
か
く

と
き
は
特
に
塩
分
の
摂
取
が
大
切
で

す
。

・
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
適
度
に
使
っ
て

睡
眠
環
境
を
と
と
の
え
ま
し
ょ
う
。

・
い
ま
自
分
の
い
る
環
境
の
気
温
や
湿
度

を
い
つ
も
気
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
室
温
を
適
度
に

下
げ
ま
し
ょ
う
。

・
衣
類
を
工
夫
し
て
暑
さ
を
調
整
し
ま
し

ょ
う
。

・
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
、
日
傘
を
さ
す
こ

と
で
直
射
日
光
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
冷
却
シ
ー
ト
や
ス
カ
ー
フ
、
氷
枕
な
ど

の
冷
却
グ
ッ
ズ
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
出
か
け
る
と
き
は
水
筒
な
ど
で
い
つ
も

飲
み
物
を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

・
暑
さ
に
さ
ら
さ
れ
る
環
境
で
活
動
す
る

と
き
は
こ
ま
め
な
休
憩
を
と
り
、
無
理

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
熱
中
症
指
数
で
熱
中
症
の
危
険
度
を
気

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
東
北
中
央
自
動
車
道
「
新
庄
金
山
道

路
」
が
平
成
27
年
度
に
、「
金
山
道
路
」

が
平
成
30
年
度
に
事
業
化
さ
れ
、
福
島

県
相
馬
市
か
ら
秋
田
県
横
手
市
ま
で
の

東
北
中
央
自
動
車
道
全
線
（
延
長
約
２

６
８
㎞
）の
事
業
化
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
県
内
に
整
備
さ
れ
る
道
路
は
、

国
土
交
通
省
山
形
河
川
国
道
事
務
所
に

お
い
て
、
着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
町
に
整
備
さ
れ
る
区
間
の
う
ち
、「
新

庄
金
山
道
路
」
で
は
、
道
路
整
備
に
必

要
と
な
る
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
、
昨

年
度
末
ま
で
に
約
84
％
ま
で
進
捗
し
て

お
り
ま
す
。
貴
重
な
土
地
等
の
提
供
に

ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
12
月
９
日
に
は
起
工
式
が

挙
行
さ
れ
、工
事
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

「
金
山
道
路
」
に
つ
い
て
は
、
調
査
・

道
路
設
計
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
本
年
度
の
事
業
予
算
額
及
び
事

業
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の
と

お
り
で
す
。

　
豪
雪
や
豪
雨
等
の
異
常
気
象
時
に
も

強
く
、
目
的
地
ま
で
の
移
動
時
間
が
読

め
、
よ
り
短
時
間
で
移
動
で
き
る
高
規

格
幹
線
道
路「
東
北
中
央
自
動
車
道
」。

観
光
や
産
業
の
振
興
、
交
流
人
口
の
拡

大
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
整
備

効
果
は
極
め
て
大
き
く
、
地
域
活
性
化

や
国
土
強
靭
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は

必
要
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
、
高
規
格
幹
線
道
路
は
整
備
さ

れ
る
こ
と
が
地
域
に
と
っ
て
重
要
で
す

が
、
併
せ
て
、
そ
の
道
路
を
地
域
が
ど

の
よ
う
に
活
用
し
、
町
の
活
性
化
に
繋

げ
て
い
く
か
も
重
要
。
町
に
は
四
季

折
々
の
豊
か
な
自
然
、
美
味
し
い
農
産

品
や
山
菜
、
街
並
み
景
観
な
ど
、
魅
力

あ
る
資
源
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
魅
力
を

発
信
し
、
磨
き
上
げ
高
め
て
い
く
こ
と

も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
今
後
と
も
、
事
業
区
間
の
早
期
完
成

に
向
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
次
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
ら
、
熱
中
症

に
か
か
っ
て
い
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

・
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
、顔
が
ほ
て
る
。

・「
こ
む
ら
返
り
」
と
呼
ば
れ
る
手
足
の

筋
肉
が
つ
る
な
ど
の
症
状
。

・
体
が
ぐ
っ
た
り
し
て
力
が
入
ら
な
い
、

吐
き
気
や
嘔
吐
、
頭
痛
。

・
ふ
い
て
も
ふ
い
て
も
汗
が
出
る
、
も
し

く
は
ま
っ
た
く
汗
を
か
い
て
い
な
い
な

ど
、汗
の
か
き
方
に
異
常
が
あ
る
場
合
。

・
体
温
が
高
く
て
皮
膚
を
触
る
と
と
て
も

熱
い
、
皮
膚
が
赤
く
乾
い
て
い
る
。

・
呼
び
か
け
に
反
応
し
な
い
、
体
が
が
く

が
く
と
ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
て
い
る
、

ま
っ
す
ぐ
歩
け
な
い
。

・
呼
び
か
け
に
反
応
し
な
い
な
ど
自
分
で

上
手
に
水
分
補
給
が
で
き
な
い
場
合
は

大
変
危
険
な
状
態
。

町立金山診療所
　　　看護師　 佐藤晶子

あき こ

東
北
中
央
自
動
車
道

事
業
進
捗
状
況
の
お
知
ら
せ

65歳以上の方のひとり暮らし高齢者等で、
①日常生活において支援を必要とする方（総合事業の事業
　対象者等）
②要支援１及び２と認定された方

週１～２回　※月１回から利用可能

229円
【１時間】

291円
【１時間30分】

利用できる人

利用回数

料金

※通帳の預かりや預金の引き出し等はできません。自立支援のためのサービスですので、

ご本人ができないところを限定して支援します。また、上記及び要介護の認定を受けて

いる方は、みすぎ荘等事業所の訪問介護（ヘルパー）サービスも利用できます。

国道13号　金山道路
かねやま

■令和元年度の事業内容　（全体事業費　130億円、令和元年度　3.0億円）
・道路・構造物設計、用地調査を推進します。

完成供用工事施工用地買収調査・計画計画

13

13

344

（仮）金山IC

至新庄

至湯沢市

（仮）金山北IC

金山道路金山道路 主寝坂道路主寝坂道路新庄金山道路新庄金山道路
延長 3.5㎞延長 3.5㎞

トンネルトンネル

橋梁
（県道）
橋梁

（県道）

国道13号　新庄金山道路
しんじょうかねやま

■令和元年度の事業内容　（全体事業費　175億円、令和元年度　7.2億円）
・道路・構造物設計、用地買収、改良工事を推進します。

完成供用工事施工用地買収調査・計画計画

トンネルトンネル
橋梁
（県道）
橋梁
（県道）

橋梁
（県道）
橋梁
（県道）

橋梁
（金山川）
橋梁
（金山川）

橋梁
（上台川）
橋梁

（上台川）

新庄金山道路新庄金山道路 金山道路金山道路
延長 5.8㎞延長 5.8㎞

（仮）金山IC（仮）昭和IC

（仮）金山南IC

泉田道路泉田道路

新 庄 市

金 山 町

34413

（R元：用地補償、支障物移転、
　　　　改良・橋梁工事を実施
　　　　予算12.4億円）

（R元：調査設計、用地補償に
　　　　着手、予算4.5億円）

（R元：調査設計、支障物移転、
　　　　改良・橋梁工事を実施
　　　　予算43.2億円）

（R元：調査設計、用地補償、
　　　　改良工事を実施、予算7.2億円）

（R元：調査設計を実施、予算3.0億円）
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その花…特定外来生物の「オオキンケイギク」かも！
【お問い合わせ】役場環境整備課 環境下水道係　☎52－2111（内線280）

【申し込み・お問い合わせ】
金山町教育委員会　☎52-2902
（教学課 生涯学習・社会教育係）

【花の特徴】茎の先端に１つの花を付け、花びらの先端
には不規則に４～５つのぎざぎざがある。コスモスと似
ているが、開花時期が異なる（コスモスは秋）。
【葉の特徴】細長いへら状。両面に荒い毛が生え、葉の
周囲はなめらか。花が似ている植物の多くと形状等が異
なるため、見分けが付きやすい。

　黄色のコスモスに似たオオキンケイギクは、強
い繁殖力で在来の野草の生育場所を奪うため、平
成18年度に環境省で特定外来生物に指定されま
した。特定外来生物の栽培などは、原則として禁
止され、違反すると個人の場合でも最大300万円
の罰金、もしくは３年以下の懲役、法人の場合は
最大で１億円の罰金が科せられます。
●繁茂を防ぐためには、種子を地面に落とさない、
もしくは種子が付く前の駆除が大切です。
●基本的に生きたままの運搬も禁止。根から抜い
た個体を天日にさらして枯らすか、袋に入れて腐
らせるなどの処置をした後に駆除しましょう。

　町教育委員会では、小学校や中学校において児
童・生徒の学習や様々な活動に対する「学校支援
ボランティア」を募集しております。合言葉は「で
きる人が、できるときに、できることを、無理な
く楽しく！」。
　学校の求めに応じてのボランティアばかりでな
く、自分の知識や技能を活かして児童生徒に教え
たいという方も大歓迎です。

花・野菜・米づくり、きのこ栽培、読み聞
かせ、昔語り、伝統芸能、囃子演奏、スポー
ツ、レクリエーション、動物・昆虫・草花・
樹木の学習、伝統料理、食文化、外国料理、
食育、パソコン、そろばん、昔の生活用具、
伝統遊び、ふるさとの歴史・文化、手工芸、
茶道、華道、書道、囲碁、将棋、校舎管理（除
草等）、図書館管理、英会話、天体観測、キャ
ンプ、登山、職業体験、戦争体験の話、海
外生活体験の話、まち探検、小学校授業の
補助、校外学習の引率、教材制作、ＰＴＡ
事務局補助、ホームページ作成更新補助、
登下校の見守り、草木染、クラブ活動（文
化部・体育部）、環境教育、建築・大工仕事、
写真・絵画等の貸出展示、藍染、陶芸、リー
ス作り、パッチワーク、家庭科学習（和裁・
洋裁等）、街並み案内など

お知らせ掲示板

中
央
公
民
館
展
示
の
お
知
ら
せ

●「
未
来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
パ
ネ
ル
巡
回
展

山
形
県
で
は
、地
域
に
残
る
文
化
財
を
保
存・

活
用
す
る
取
り
組
み
を
「
未
来
に
伝
え
る
山

形
の
宝
」
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

●「
記
念
物
１
０
０
年
」
展

記
念
物
（
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
）
保
護
の

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
、
今
年
で
１
０
０
年

を
迎
え
ま
す
。
記
念
物
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間　
８
月
14
日
（
水
）〜
26
日
（
月
）

▼
場
所　
金
山
町
中
央
公
民
館 

１
階
ロ
ビ
ー

問　
金
山
町
中
央
公
民
館

　
　
☎
52

－

２
９
０
２

減
災
防
災
に
つ
い
て
考
え
る

水
害・土
砂
災
害
パ
ネ
ル
展

最
上
川
中
流
大
規
模
氾
濫
時
の
減
災
対
策
協
議

会
で
は
、
最
上
地
域
等
に
お
け
る
水
害
・
土
砂

災
害
を
語
り
継
ぎ
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
で
、
減

災
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
ま
す
。

▼
期
間　
８
月
27
日
（
火
）〜
30
日
（
金
）

▼
場
所　
金
山
町
中
央
公
民
館 

１
階
ロ
ビ
ー

問　
国
土
交
通
省 

新
庄
河
川
事
務
所

　
　
　
　
☎
22

－

０
２
５
１

盆
踊
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　
８
月
15
日
（
木
）
18
時
30
分
〜

▼
場
所　
七
日
町
通
り
や
ぐ
ら
前
集
合

▼
曲
目　
金
山
小
唄
、
花
笠
音
頭

▼
対
象　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
（
服
装
は
自

由
で
花
笠
ま
た
は
う
ち
わ
を
持
参
）

※
８
月
８
日
（
木
）
19
時
か
ら
20
時
ま
で
中
央

公
民
館
で
練
習
会
を
予
定
。

問　
金
山
町
芸
術
文
化
協
会（
町
中
央
公
民
館
）

　
　
☎
52

－

２
９
０
２

狩
猟
免
許（
初
心
者
）講
習
会

▼
日
時　
８
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
〜
16
時
30
分

▼
場
所　
わ
く
わ
く
新
庄 

２
階
研
修
室

▼
対
象　
新
た
に
狩
猟
を
希
望
す
る
方

▼
内
容　
狩
猟
関
係
法
令
、猟
具
の
取
り
扱
い
、

鳥
獣
判
別
、
実
技

▼
費
用　
受
講
料
５
，
０
０
０
円

▼
締
切　
８
月
12
日
（
月
）

問　
山
形
県
猟
友
会

　
　
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

０
３
８
２

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▼
日
時　
８
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

　
　
　
　
９
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

　
　
　
　
４
日
間
と
も
に
10
時
〜
16
時

▼
場
所　
山
形
県
身
体
障
害
者
福
祉
会
館

▼
内
容　
障
が
い
（
特
に
視
覚
障
が
い
）
へ
の

理
解
、
マ
ウ
ス
を
使
わ
な
い
キ
ー
ボ
ー

ド
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
な
ど

▼
費
用　
受
講
無
料

▼
締
切　
８
月
９
日
（
金
）

問　
山
形
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
☎
０
２
３

－

６
８
６

－

３
６
９
０

最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

▼
募
集　
若
干
名

①
初
級
行
政
／
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
消
防
士
Ａ
／
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

③
消
防
士
Ｂ
／
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
試
験　
10
月
20
日
（
日
）※
第
１
次
試
験

▼
締
切　
９
月
６
日
（
金
）

※
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
は
、
消
防
本
部
、

各
消
防
支
署
で
配
布
。
受
験
申
込
書
は
最
上

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

問　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
　
☎
22

－

２
６
７
４

保
育
士
再
就
職
支
援
研
修
会

▼
日
時　
８
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
12
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
天
童 

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

▼
対
象　
保
育
士
で
の
就
職
を
考
え
て
い
る
方

▼
内
容　
講
演
、
事
例
報
告
、
保
育
事
業
所
と
の

相
談
会
、
職
場
実
習
（
別
日
程
）
な
ど

▼
費
用　
参
加
無
料

問　
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
２
３

－

６
３
３

－

７
７
３
９

自
衛
官
候
補
生
の
募
集

▼
対
象　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

▼
試
験　
９
月
21
日
（
土
）

▼
締
切　
９
月
６
日
（
金
）

問　
自
衛
隊 

新
庄
地
域
事
務
所

　
　
☎
22

－

５
０
５
７

学校支援ボランティアを
大募集！

さがしている「学校支援ボランティア」

15クラブ、会員数650名で組織される「き
ららクラブ金山」（金山町老人クラブ連合会）
では、新規会員を大募集！ 60歳以上であれ
ばどなたでも入会できます。年間通して様々
な活動があります。地域の仲間と楽しく活動
しましょう！
●活動内容
グラウンド・ゴルフ大会、ワナゲ交流会、
交通安全研修会、新年会など

新しい仲間をつくって
いきいきとしたシニアライフ！

問 金山町社会福祉協議会
　 ☎52－7093

きららクラブ金山に
入会しませんか？

６月27日に開催されたグラウ
ンド・ゴルフ交流会では、楽し
く汗を流しました。次回は10
月10日を予定しています。



「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00

ママは、車にぶつかりました。ママは、息子のかんた

ろうのことが心配でたまりません。自分がいなくなっ

ても生きていけるのか、一人でなんでもできるように

なれるのか･･･。そこでママは、おばけになって、か

んたろうのもとへやってきます。かんたろうは最初、

ママの存在に気づきませんでしたが、真夜中に会うこ

とができました。夜の散歩でママが愛する息子に伝え

たかったこととは･･･。子供だけでなく、大人も感動

すること間違いなしの親子の絆と命の大切さを描いた

物語です。

樹木希林120の遺言（樹木希林）／陰陽師 女蛇ノ

巻（夢枕獏）／令和を生きていくときに考えてほし

いこと（学研編）／お母さんは、大丈夫 認知症の

母と私の20年（楠章子）／怒らない習慣力（種市

勝覺）／夏めし100 さっぱり＆スパイシー（高橋

雅子）／いいことづくめ 考えないお弁当（前田量子）

／ライフ（小野寺文宜）　そのほか４冊※（　　）内作者名

＼今月は12冊！／８
月

新
刊
本

『
尊
厳
あ
る
介
護
』

（
里
村
佳
子
／
岩
波
書
店
）

具
体
的
な
寄
り
添
い
方
と
は
、
ど

う
い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
？

「
寄
り
添
う
」
と
は
、
認
知
症
の

人
を
変
え
よ
う
と
し
な
い
で
、
介

護
者
が
近
づ
き
、
そ
の
あ
り
の
ま

ま
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
す
。
そ

う
す
る
と
無
視
さ
れ
て
い
た
そ
の

人
の
自
尊
感
情
は
高
ま
り
、
尊
厳

が
回
復
す
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、

尊
厳
を
認
め
て
く
れ
た
介
護
者
に

認
知
症
の
人
か
ら
近
づ
い
て
く
れ

ま
す
。

『
マ
ジ
カ
ル
グ
ラ
ン
マ
』

（
柚
木
麻
子
／
朝
日
新
聞
出
版
）

女
優
に
な
っ
た
が
結
婚
後
す
ぐ

に
引
退
し
、
主
婦
と
な
っ
た
正

子
。
と
こ
ろ
が
、
75
歳
を
目
前
に

再
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
、「
日
本

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
」
と
な

る
。
し
か
し
、
夫
の
突
然
の
死

に
よ
っ
て
仮
面
夫
婦
で
あ
る
こ
と

世
間
に
バ
レ
、
一
気
に
国
民
は
正

子
に
背
を
向
け
る
。
そ
の
後
、
正

子
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
？

差
別
や
偏
見
の
こ
と
に
も
触
れ

て
い
る
作
品
。

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内№164

『ママがおばけになっちゃった！』
（のぶみ作／絵）

広報かねやま　2019.8 ⑯広報かねやま　2019.8⑰

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
三
〇
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
三
〇
回

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

ぶ
ん
げ
い

星
川
　
き
え
子

夜
半
の
雷
抜
け
て
朝
の
君
影
草

般
若
会
に
黙
礼
ひ
と
つ
九
輪
草

岸
　
　
あ
き
子

馬
鈴
薯
の
薄
紫
や
夕
ま
ぐ
れ

朝
焼
の
夏
嶺
間
近
く
迫
り
く
る

高
橋
　
　
洋
子

風
騒
ぎ
雨
粒
走
る
青
芒

夫
と
見
る
墨
絵
の
ま
ま
の
薄
月
夜

鵜
沼
　
よ
し
子

短
冊
を
師
の
句
に
替
へ
て
更
衣

追
憶
の
遠
く
て
美
し
き
雲
の
峰

阿
部
　
サ
タ
エ

芍
薬
や
一
夜
の
雨
に
色
寂
び
て

夕
暮
の
ど
く
だ
み
の
花
人
恋
し

あ
し
た

あ

荒
　
屋
　
阿
部
　
　
勝
子

夏
雲
や
今
を
生
き
抜
き
礼
参
り

最
上
川
舟
歌
と
ゞ
く
四
葩
み
ち

荒
　
屋
　
関
　
　
喜
美
子

父
の
日
や
地
酒
味
は
ふ
喉
の
お
く

裏
の
山
は
や
蜩
の
根
城
か
な

菅
　
越
　
庄
司
　
け
み
子

仏
壇
へ
ひ
と
枝
折
り
し
濃
紫
陽
花

清
け
く
も
笹
葉
の
青
や
粽
結
ふ

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

亡
父
偲
ぶ
栗
の
花
粉
に
噎
せ
な
が
ら

梅
雨
曇
り
対
の
鴉
の
自
由
席

七
日
町
　
柴
田
　
　
栖
静

古
参
道
ぞ
い
の
慈
し
苔
の
花

屋
敷
跡
な
ご
り
止
め
る
花
あ
や
め

羽
　
場
　
坂
本
　
徳
太
郎

畑
打
ち
は
土
竜
任
せ
の
齢
か
な

荒
梅
雨
や
対
行
線
の
水
鉄
砲

上
　
台
　
阿
部
　
　
一
歩

糞
残
し
燕
飛
び
立
つ
納
屋
の
中

朝
な
夕
な
涼
を
逃
さ
ず
農
作
業

七
日
町
　
村
松
　
　
枩
風

白
扇
や
戒
の
法
語
を
か
み
し
め
る

地
震
の
痕
の
こ
し
て
去
り
ぬ
走
り
梅
雨

こ

さ
や

つ
い

い
つ
く

も
ぐ
ら

な　
ゐ

よ
ひ
ら

東京金山会通信 №４

　総会後の第二部懇親会は町議会柴田清正議長の乾
杯の音頭にてスタートしました。会場の色々な所で
「まんずまんずのめ～！んだな～！うんめなや～！
おめ～ものめ～！金山さいずけぇった～？！」など
など…。金山の懐かしい方言を聞く事ができました。
歌謡ショーは永山茂樹さんの新曲、金山炎華ばやし
の熱唱で会場が一つに！カラオケショーは控え目な
金山の出身者ですので遠慮がちでした。お酒が利い
たのか後半は同級生みんなで合唱、友人とデュエッ
トなど大変盛り上がりました。もっと歌いたかった
という方、ぜひ来年もお越しください！
　皆様方のお力で第61回総会を盛り上げていただ
き、本当にありがとうございました。来年も皆様と
お会い出来ることを役員一同楽しみにしていますの
で、ご参加のほどよろしくお願いします。
※総会時の写真は金山町ホームページでもご覧いた
だけます。

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

山形大学の地域連携型サークル「Team道草」
道草だよりでは、彼らの町内での活動を紹介！
「金山町×大学生」で産まれる新たな可能性を模索します

　
今
回
は
上
中
田
地
区
の
４
点

の
壁
画
を
取
材
し
て
き
ま
し

た
。
町
民
の
方
々
か
ら
知
ら
な

か
っ
た
な
ど
の
声
が
あ
り
、
少

し
で
も
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
！

　
こ
れ
ら
の
壁
画
は
高
速
道
路

の
下
の
ト
ン
ネ
ル
の
壁
一
面
に

山
大
生
が
描
い
た
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、

廃
校
と
な
る
中
田
小
の
想
い

を
乗
せ
た
作
品
や
文
化
の
伝

え
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
山

大
生
が
描
い
て
い
る
と
は
全
く

分
か
ら
ず
初
め
て
見
た
と
き
に

は
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

小
学
生
や
地
域
の
方
と
協
力
し

て
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
中
田

地
区
の
新
た
な
思
い
出
と
し

て
残
っ
て
い
る
こ
と
が
す
ご

い
と
こ
ろ
。
今
年
で
壁
画
制
作

は
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
そ
の
当
時
の
子
ど
も
た

ち
が
帰
っ
て
き
た
時
に
想
い

を
馳
せ
る
場
所
が
上
中
田
地

区
に
は
あ
り
ま
す
。
下
中
田

地
区
に
も
壁
画
が
あ
り
、
続

け
て
見
る
こ
と
が
お
ス
ス
メ

で
す
。

　
自
然
の
中
に
あ
る
大
き
な

壁
画
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
と
て
も

面
白
く
、
テ
ー
マ
や
想
い
は
誰

が
見
て
も
共
感
で
き
ま
す
。
地

域
を
大
事
に
し
た
い
と
感
じ
さ

せ
る
壁
画
で
し
た
。
ぜ
ひ
見
に

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

上
中
田
地
区
「
大
学
生
が
残
す
中
田
の
姿
」

㊤（左から）四季の連続がきれいな「優しい時間
と思い出の中田」。「赤い屋根の学校」は漫画風に
児童の想いを伝える　㊦（左から）「中田の情景
～人々のくらし営み・自然への祈り～」は自然と
の共生を表現。新しい世代のつながりが分かる「中
田の希望～子ども達に託す未来への願い～」
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●
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

【
団
体
】

①
羽
場
Ａ
②
十
日
町
Ａ
③
飛
森
Ａ

【
個
人
】

﹇
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
男
子
﹈

①
鹿
野
新
一
（
板
橋
）②
西
田
和

平
（
羽
場
）③
阿
部
澄
男
（
羽
場
）

④
世
六
信
一
（
飛
森
）⑤
栗
田
鉄

男
（
外
沢
）⑥
柴
田
八
郎
（
七
日

町
）

﹇
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
女
子
﹈

①
須
藤
サ
エ
子
（
楢
台
）②
柿
崎

文
子
（
十
日
町
）③
柴
田
美
津
子

（
十
日
町
）④
高
橋
と
み
子（
板
橋
）

⑤
星
川
き
み
子
（
安
沢
）⑥
高
橋

次
子
（
七
日
町
）

﹇
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
男
子
﹈

①
小
野
富
雄
（
山
崎
）②
柴
田
栄

（
十
日
町
）③
栗
田
守
夫
（
外
沢
）

④
阿
部
利
広
（
山
崎
）⑤
柴
田
義

美
（
稲
沢
）⑥
岸
重
夫
（
七
日
町
）

﹇
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
女
子
﹈

①
佐
藤
ゆ
き
子
（
羽
場
）②
佐
藤

福
子
（
安
沢
）③
須
藤
香
織
（
楢

台
）④
小
向
志
津
子
（
楢
台
）⑤

鈴
木
弘
子
（
十
日
町
）⑥
小
沼
千

鶴
子
（
下
向
）

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

【
６
㎞
の
部
】
全
選
手
完
歩　

【
８
㎞
の
部
】
全
選
手
完
歩

●
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

﹇
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
﹈

①
七
日
町
Ｂ（
最
優
秀
選
手
：
地

主
颯
真
）②
楢
台
Ｂ（
優
秀
選
手
：

大
場
穣
）③
七
日
町
Ａ（
敢
闘
賞
：

伊
藤
遙
都
）・
柳
原
（
敢
闘
賞
：

柴
田
武
志
）

﹇
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
﹈

①
羽
場
（
最
優
秀
選
手
：
柴
田
孝

男
）②
朴
山
（
優
秀
選
手
：
松
田

伊
織
）③
内
町
（
敢
闘
賞
：
久
野

大
河
）・
三
枝（
敢
闘
賞
：
樋
渡
星
）

●
長
縄
と
び
大
回
し

①
下
向
②
十
日
町
③
三
枝

●
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ

①
安
沢
（
最
優
秀
選
手
：
佐
藤
妃

菜
）②
チ
ー
ム
カ
ム
ロ
（
優
秀
選

手
：
三
上
琉
）③
チ
ー
ム
竜
馬

●
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

①
荒
屋
Ａ
②
下
野
明
Ｃ
③
安
沢
Ａ

●
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

【
団
体
】

①
十
日
町
Ａ
②
七
日
町
Ａ
③
稲

沢
【
個
人
】

①
後
藤
勝
（
十
日
町
）②
土
田
善

弘
（
稲
沢
）③
栗
田
勝
治
（
七
日

町
）④
矢
口
慎
一
（
下
向
）⑤
矢

口
勝
則（
下
向
）⑥
今
井
直
俊（
十

日
町
）

広報かねやま　2019.8 ⑱広報かねやま　2019.8⑲

ふれスポクラブ通信
出会い　ふれあい　リフレッシュ！！

金山健康ふれあいスポーツクラブ　SINCE　2002

Vol.36

　
７
月
７
日
、
第
８
回
健
康
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開

催
し
、
各
地
区
か
ら
91
チ
ー

ム
９
９
５
人
も
の
幅
広
い
年
代

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
競
技
は
、
今
年
か
ら
新
た
に

採
用
し
た
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
と
長

縄
と
び
大
回
し
の
ほ
か
、
ス
ポ

ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
７
種
目
。
小
沼
慶
幸
さ

ん
、
三
上
重
幸
さ
ん
（
と
も
に

柳
原
）
が
、
選
手
宣
誓
さ
れ
た

よ
う
に
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
地
区
を

超
え
た
交
流
を
図
っ
て
い
ま
し

た
。
区
長
・
体
育
係
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
各
競
技
団
体
の
関

係
者
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
、

参
加
者
、
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！
入
賞
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す

（
○
内
は
順
位
、
敬
称
略
）。



　
町
中
心
部
か
ら
北
へ
約
10
㎞
、
中
田
春
木
川
の
上
流
に
位
置
す

る
誇
り
高
き
山
村
「
杉
沢
地
区
」。
約
10
世
帯
、
30
名
程
が
暮
ら

す
町
の
中
で
も
比
較
的
小
さ
な
地
区
で
す
が
、
そ
の
取
り
組
み
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
、
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
ま
す
。

　
山
村
な
ら
で
は
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
集
落
ぐ
る
み
で
提
供
し
、

体
験
交
流
を
実
践
す
る
「
共
生
の
む
ら
・
す
ぎ
さ
わ
」。
平
成
10

年
に
組
織
さ
れ
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
に
合
わ
せ
て
、

一
躍
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。
楓
の
樹
液
「
メ
ー
プ
ル
サ
ッ
プ
」
の

商
品
化
や
都
市
住
民
と
と
も
に
買
い
取
っ
た
空
き
家
を
活
用
す
る

「
山
村
金
山
ス
ロ
ー
村
」
な
ど
、
次
々
と
取
り
組
み
を
展
開
。
山

村
に
新
た
な
風
を
巻
き
起
こ
し
、
ピ
ー
ク
時
に
は
年
間
２
０
０
０

人
あ
ま
り
が
地
区
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
平
成
24
年
に
む
ら
は
解
散
。
杉
沢
に

も
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。「
昔
か
ら

続
い
て
い
た
念
佛
講
も
や
ら
な
く
な
っ
た
。
各
家
を
順
番
に
回
し

て
い
た
宿
も
廃
止
。
神
社
の
掃
除
後
に
、
お
供
え
も
の
を
す
る
の

み
だ
」
と
千
川
原
雄
一
区
長
は
行
事
の
現
状
を
話
し
ま
す
。
続
け

て
「
そ
れ
で
も
残
し
た
い
も
の
は
田
や
畑
。
山
村
の
原
風
景
だ
。

家
を
出
た
子
ど
も
達
が
い
つ
か
帰
っ
て
き
た
と
き
に
、
そ
の
ま
ま

の
杉
沢
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
荒
廃
か
ら
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
戸
数
の
減
少
を
懸
念
し
な
が
ら
も
千
川
原
区
長
は

「
住
民
同
士
協
力
し
合
い
活
動
し
て
い
く
」
と
笑
い
ま
す
。「
本
当

の
豊
か
さ
」と
は
何
か
―
―
。か
ね
て
か
ら
そ
の
答
え
を
追
及
し
、

山
村
の
暮
ら
し
と
向
き
合
っ
て
き
た
杉
沢
。
こ
れ
か
ら
も
「
自
然

と
人
間
」「
山
村
と
都
市
」「
歴
史
と
未
来
」
の
３
つ
の
共
生
を
ゆ

る
や
か
に
続
け
て
い
き
ま
す
。

▼
今
年
も
３
番
員

と
し
て
出
場
し
た

消
防
操
法
大
会
。

２
年
目
で
し
た
が

昨
年
か
ら
順
位
を
ひ
と
つ
上
げ
、

入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
先
日
、
春
の
健
康
診
断
で
引

っ
か
か
っ
た
中
性
脂
肪
の
再
検
査

を
受
け
た
と
こ
ろ
、
思
っ
た
以
上

に
値
が
下
が
り
、
正
常
値
に
。
ど

ち
ら
も
１
ヵ
月
の
練
習
の
賜
物
と

思
っ
て
い
ま
す
。

▼
参
議
院
議
員
選
挙
が
７
月
21

日
に
投
開
票
さ
れ
ま
し
た
。
町
の

投
票
率
は
76
・
49
％
。
町
議
選
が

同
時
に
行
わ
れ
た
飯
豊
町
に
次
ぐ

県
内
２
位
と
、
高
い
投
票
率
を
キ

ー
プ
し
ま
し
た
。（
う
ま
）

編
集

 

幸
記

いまこそ集落創生 第17回　杉沢地区

杉沢地区保全会のメンバー。今は水路を中心に整備を行っている。保全会活動を通して話し
合いの場も増え、協力して作業することで絆も深まっていると話す

祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 5,460人 （６月末現在）
男　性　2,657 人（－１）
女　性　2,803 人（－２）
世帯数　1,762 世帯

▼６月の異動
　出生 3人
　死亡 7人
　転入 2人
　転出 1人

■
編

集
・

発
行

／
山

形
県

金
山

町
役

場
 　

〒
999 −5402  最

上
郡

金
山

町
大

字
金

山
324 −1　

TEL.0233 −52 −2111　
FAX.0233 −52 −2004　　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

E-m
ail  kouhou＠

tow
n.kaneyam

a.yam
agata.jp　

URL  https://w
w

w
.tow

n.kaneyam
a.yam

agata.jp　
　

　
■

印
刷

／
有

限
会

社
み

ど
り

印
刷
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